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The purpose of this study was to investigate students’ learning a Japanese teacher
training course in university using Personal Attitude Construct (PAC) analysis .
Most of the students described how they learned many things from the experience
of a two-week practice teaching program. One student reported having achieved
self-efficacy by overcoming her difficulties, such as communicating with foreign-
ers and speaking in public. Her feelings of self-efficacy became the motivation for
her to participate in a study abroad program in China. In this university Japanese
teacher training course, it is important not only to develop the students’ teaching
skills, but also to increase student’s feelings of self-efficacy.
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図１ 学生 A デンドログラムと学生が付けたタイトル
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もう一生日本で暮らしたい，ははは（笑い）。
日本語の教育課程を学んでいて，もう，最初のうちはまだ，外国とか興味なかっ
たんですけど，あの，やっぱり，留学生さんもあったし，あと，日本語学校で関わっ
たりする機会が増えて。えー，なんか面白いな。あと，学校で習った中国語が面白
かったのと。で，それを，そのやっぱり，チューターもあるんですけど，そうやっ
て外国人に触れる機会が増えて，で，なんか，誕生日の祝い方が中国では違うとか
いって。日本とは違うとかいって，あ，違うんだ，面白いなって思うようになって
いって。で，ちょっと興味が出てきたんですけど，そしたら，なんか，だんだん，
そのー，なんだろう。そのうち，教育実習の時も，最初タイに行きたいって。ただ，
なんかそうやって，増えるようになったら，なんかもう，いけるんじゃないかなっ
て，駄目だって思ってたけど，やってみれば，なんとかなるんじゃないかな，って
ちょっと考えるようになって。
（２）クラスター２「日常で暮らしていて役に立つこと，養成課程を経験した感想」
分かりやすく話す
人の前に立って，伝わりやすいって，わかりやすく話すってことは，大変なこと
かなって思ってるんで。だから，それを考えながら，人の前に立って，説明すると
か教えるとか，そういうことが，その自分なりに，こうすれば伝わりやすいかなっ
とか，考えるようにしたので。ちょっと……。あの，ベストな状態が，今はもう完
成したってわけじゃないんですけど，その，作るまでが大変だったかなって。
（３）全体として
なんか，すごい大変だったんですけど，その，課題もたくさん出るし。あと自分
の日本語も見直さなきゃいけないし。でも，自分の文化とか言葉とか振り返ること
ができるのと，あと，ほかの文化の，日本との違いを知ることができたんで。うー
ん，その，意識，意識が成長したかなって感じがします。前は，やっぱり外国に興
味がなかったけど。ま，それはあまり意味もなく，ただどうせ日本から出ないし，
関係ないかなって思ってたんですけど。でも，今だと，やってみなきゃわからない
かなっていう，そういう意識を持つようになったんで。そこが，そこを，（日本語
教員養成課程が）変えたかな。
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４．２ 事例「学生 A」の考察
学生 Aのインタビューからは，養成課程で外国人とコミュニケーションをとった
り，留学生のチューターをしたり，日本語学校を訪ねたりするなど，多様な活動に関
わることによって，行動力が身についていく様子が伺われる。
クラスター１には，Aが解釈しているように，課程を通じての変化が表れている。
その変化は異文化コミュニケーションにおける自己効力感の高まりであると考えられ
る。Aは，養成課程で日本語学習者と接することにより，関わりたくないと思ってい
た外国に興味を持つようになっていく。具体的な例として，英語講師を敬遠していた
ことや大学２年時に留学生とコミュニケーションしたときの失敗談をあげ，今は，発
話をコントロールし，身ぶり手ぶりも交えながら意思疎通ができるようになったとい
うエピソードが語られる。こうした成功の経験が少しずつ積み重なり，「駄目だと
思っていたけれど，やってみればできるかもしれない」と異文化コミュニケーション
における自己効力感を高めている。
クラスター２でも同様に，大変だった経験を乗り越え，人前で堂々と話せるように
なったという自己効力感が語られている。養成課程での模擬授業や実習で，伝わりや
すさを意識して授業計画を立てた経験から，以前のように話している途中で詰まった
り，考えすぎて止まったりせず，話せるようになったとしていた。
ある行動ができるかもしれないという自己効力感は，次の行動への動機づけとなる
といわれている（バンデューラ１９９７）。今後について尋ねたところ，Aは卒業前に初
めての海外長期滞在，中国へ３週間語学留学行くことが楽しみだと語っていた。異文
化コミュニケーションにおける自己効力感が，Aの語学留学への参加という決断を後
押ししていたと考えられる。
４．３ 学生の教員養成課程での学び
日本語教員養成課程で日本語学習者や留学生と深い交流をすることで，異文化コ
ミュニケーションや対人コミュニケーションにおける自己効力感が高まる事例は，他
の学生（学生 B，C）にも見られた。
学生 Bは，連想項目に，「おもしろい体験」「コミュニケーションって楽しい」な
どを挙げ，「人とコミュニケーションするのが苦手って言うか…。話すのは好きなん
ですけど，緊張しちゃって，あんまり知らない人，初対面とかだと，何話すんだろう
とかって思っちゃうんですけど，でもなんか向こうから結構寄って来てくれて，なん
か色々話しかけてくれたっていうのもあるんですけど，まあ…色々あって，あ，コ
ミュニケーションって楽しいなって。知らない人と話すのってすごい楽しいなって，
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思いました」と，これまでの苦手意識を払拭し，コミュニケーションを楽しめるよう
になったと言っていた。
さらに，実習で大きな声を出し，一人で授業を進められたことから，「すごいなん
か自信がついたっていうか。なんかもし，働いた時にも，例えば会議だった時とか
に，なんか物怖じしないというか，何て言うんだろう，そういう…いろんな人がいる
前で，大きな声で自分の考えに自信を持って発言できるようになれたこと。自信がつ
きました」と，対面コミュニケーション全般について自己効力が高まっている様子が
見られた。
今回のインタビュー対象者７名は，全員一般企業への就職を決め，職業として日本
語教員を選択するものはいなかったが，養成課程で学んだことが他の事にも活かされ
ると認識していた学生（学生 C，D）もいた。
学生 Cは，「今は教員にならなくても，他の環境で，学んだことを役立てたいと
思った」と連想項目に挙げている。インタビューでは「自分が社会人になっても，教
員とは全くはなれた職業ですけど，そこでやっぱりコミュニケーション，自分が飲食
業に行くので，人とふれあう機会が多いので」と，コミュニケーション能力の応用可
能性について述べている。課程を通じて出会った多様な背景を持つ人々との接触によ
り，コミュニケーションへの自己効力を高め，それを仕事に活かせると述べていた。
さらに，課程で担当教員に聞いた話について言及し，「なんか，自分の中にすごい
印象に残ってて。あの，教員にならなくても，昔のお知り合いの方で中国人が嫌いな
人がいて，でも，接することで，中国にいけるようになったっていうの聞いて。やっ
ぱ，偏見とかもなくすことができるかもしれないし。だから，なんていうんですか，
人にやさしくなれるというか。そういう風にも役立てたいな」と，日本人と外国人と
の架け橋になりたいという希望を語っていた。
養成課程において達成感を感じている事例も，先行研究同様に見られた（学生 E，
F）。
学生 Eは，「答えは一つではない」「『考え方』や『みちびき方』を教える」など日
本語授業に関する連想項目を数多く挙げていた。インタビューでは，「満足できな
かったけど達成感を得られたっていうのは，実際には全然満足できなかったんですけ
ど，自分の積み上げてきたものをそこで披露できたっていう，やりきった感」と述
べ，課程の中で１年次から少しずつ学んできた知識と教育現場での実践が結びついた
ことの喜びを示していた。
養成課程を，自己発見，自己対話の機会と捉えていた学生もいた（学生 B，G）。
学生 Gは，連想項目に「自分で動いたほうが早い」「『一緒にやろうね』はムリ」「相
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手にとって必要なことは自分が考えていることと違うことが多い」「大変なことこそ
楽しむ」などを挙げていた。インタビューでは，「私けっこうめんどくさいから自分
中心に考えることが多いんですけど。そのことは気をつけなくちゃいけないなってわ
かってても，人のことを考えるのって面倒くさいことじゃないですか。相手が一人な
らいいけど，いっぱいいると。全部できるわけじゃないし。だから，やっぱ，やんな
きゃいけないことを面度くさくてもやんなきゃいけない」と，他者と交わりながら課
題に取り組む事の難しさを語っている。そして，日本語教員養成課程を通じて，「けっ
こうなんか，自分のことがわかったかも」と述べていた。教員養成課程で困難に突き
当たる度，学生 Dが自己と向き合い，じっくり考えていた様子が伺われた。
５．自己効力感を高める環境作りを目指して
既に多くの先行研究で，自己効力感が行動変容に肯定的な作用をすることが証明さ
れている（バンデューラ１９９７，板野・前田２００２・２００８等）。日本語教員養成研究に
おいては，自己効力感という概念は一般的ではないが，河野（２００９）は，実習生自身
が向上することが楽しいものだと実感する機会を得ることの重要性を指摘している。
日本語教員養成課程を通じて自分が向上できるという見通し，自己効力感を獲得する
ことは，学生自身の成長にとって重要なことだと思われる。
どのようにして自己効力感は高めることができるのだろうか。バンデューラ
（１９９７）は，自己効力感が生まれたり，修正されたりするには４つの源があるとして
いる。１つ目は，成功経験により，自分は成功の為に必要な事は何でもできるという
確証を与える「制御体験」，２つ目は自分と同じような他者の経験の観察による「代
理体験」，３つ目は周囲の人からの言葉による励ましやサポートといった「社会的説
得」，４つ目はストレスやネガティブな感情を減少させ，身体の状態を正しく把握で
きる「生理的・感情的状態」を作り出すことである。これらは，日本語教員養成課程
でどのように実現できるだろうか。
この中で最も重要なものは，自分自身のうまくいった経験「制御体験」であるとい
う。本調査でも，自らの成功体験から，効力感を高めている事例が多く見られた。
養成課程では現在，日本語学校への見学，留学生との交流，模擬実習，本実習とい
う経験の場が設けられている。それに学生自身が自らの行動を振り返り評価を与える
ような活動を加えてはどうだろうか。例えば事前に各自に実現可能な目標を設定さ
せ，体験後それがどのくらいできるようになったのか比較し，自己評価を行うこと
で，うまくできたかどうかが実感しやすくなると考えられる。
また，既に修了生の日本語教師の講演会などを催しているが，こうした他者の経験
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を観察することで自己効力感が高まる「代理体験」を増やすことは可能であろう。代
理体験はその他者が自分と似通っていればいるほど，効果的だということが分かって
いる。以前，自分と同じ年ぐらいの日本語教師の授業を見学して自己効力感を高めて
いた学生がいた（武田２００８）。本調査でも，担当教員の経験談から，自分も偏見をな
くすことができるよう働きかけていくとする学生がいた。学生と年齢の近い日本語教
師との接触や，本学の修了生との交流により自己効力感が強化できると思われる。
さらに，周りからの励ましのことばによる「社会的説得」も意識的に行うことが求
められる。特に模擬実習や実習等において，学生はできなかったことを意識しがち
で，その結果，苦手意識を持つことも多い。振り返りの場面では，指導者や見学者は
うまくできたところに重きを置いてアドバイスをするよう心がけること，仲間同士継
続的に交流を行い励まし合えるような雰囲気作りや，そのシステム作りが重要であ
る。
本調査では，他者と課題をこなすことに困難を感じている学生がいた。幸い，自分
で乗り越えることができていたようだが，大変苦しんでいた様子であった。ストレス
やネガティブな感情を減少させリラックスした状態を自ら作り出すことも自己効力感
を高めるためには重要である。実習で緊張したとき，実習中にトラブルが起こったと
きの対処方法はもちろん，長期にわたる養成課程で意欲が継続しなくなったときにど
のように乗り越えるのかなど，学生同士情報交換ができる環境を整える必要がある。
今後も，学生が自己効力感を高めていけるよう，成功体験・代理体験のための支援
や，適切な声掛け，学びやすい環境作りについて，調査を進めていきたい。
付記
本研究は，２０１０年７月３日第１９回小出記念日本語教育研究会（於国際基督教大学）
で発表したものに，加筆・修正をおこなったものである。
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注
１）自己効力感は，心理学者アルバート・バンデューラ（Albert Bandura）が示した概念で，板
野・前田（２００２・２００８）は Bandura（１９８５）を引用し，ある行動を起こす前にその個人が感
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２）PAC（Personal Attitude Construct個人別態度構造）分析は，個人別の態度構造を測定するた
めに開発された分析方法である。詳しくは，内藤（２００２），内藤・井上・伊藤・岸［編］
（２００８）を参照されたい。
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